
一
は
じ
め
に

大
阪
学
院
大
学
で
学
内
の
す
べ
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
コ
ン

セ
ン
ト
を
つ
な
ぐ
教
育
研
究
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
O
G
U
N
E
T
（
O
sa
k
a

G
a
k
u
in
U
n
iv
ersity

N
E
T
w
o
rk
）
を
整
備
完
了
し
た
の
が
一
九

九
七
年
。
こ
の
O
G
U
N
E
T
整
備
を
は
じ
ま
り
と
し
て
、
本
学
で
は
、

全
学
的
に
様
々
な
場
面
を
「
情
報
化
」
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。

（
勿
論
い
ま
だ
そ
の
途
上
で
は
あ
る
が
。）

本
稿
で
は
、
本
学
の
約
五
〇
〇
〇
名
の
学
生
の
学
習
、
学
生
生
活

を
支
援
す
る
た
め
の
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
や
こ
れ
に
付
随
す
る
取
組

等
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
「
情
報
化
」
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い

て
改
め
て
一
考
し
、
明
示
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

二
設
備
情
報
化
の
一
〇
年

O
G
U
N
E
T
に
よ
り
、
学
生
、
教
職
員
が
学
内
の
あ
ら
ゆ
る
場
所

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
九
〇
年
代
終
盤
以

降
、
本
学
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
情
報
化
を
強
く
推
し
進
め
た
。
例
え
ば
、

学
生
向
け
総
合
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
「
学
内
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
の
整

備
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
常
駐
す
る
学
生
向
け
会
員
制
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
施
設
「
M
E
L
O
P（
M
E
d
ia
L
a
b
o
ra
to
ry
O
f
P
h
o
en
ix
）」

の
開
設
、
世
紀
が
変
わ
っ
て
か
ら
も
、
当
時
で
は
先
駆
的
と
言
え
た
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●
事
例
紹
介

●

T
ech
n
o
lo
g
y
a
s
a
T
o
o
l

～
大
阪
学
院
大
学
の
「
情
報
化
と
学
生
支
援
」
取
組
～

中
嶌
康
二

（
大
阪
学
院
大
学
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
主
任
）



情
報
、
学
生
課
か
ら
の
奨
学
金
情
報
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

就
職
情
報
な
ど
自
分
に
関
わ
る
情
報
は
随
時
メ
ー
ル
で
携
帯
電
話
に

送
ら
れ
て
く
る
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
予
約
や
落
し
物
が
届

い
て
い
る
か
の
確
認
等
を
携
帯
電
話
で
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
登
録
は
任
意
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
全
学
生
が

登
録
し
、
利
用
し
て
い
る
。

■
学
生
用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
W
E
B
P
A
T
H
O
S
」

キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
れ
ば
、

学
生
は
ラ
ウ
ン
ジ
に
設
置

し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
授

業
時
間
外
に
開
放
し
て
い

る
Ｐ
Ｃ
教
室
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
。
こ

の
際
に
最
初
に
画
面
で
目

に
す
る
の
が
、
学
生
用
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
「
W
E
B

P
A
T
H
O
S
」
。
（
名
称
は
、

本
学
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る
「
L
o
g
o
s
&
P
a
th
o
s

（
理
性
と
情
熱
）」
か
ら
取
っ

た
も
の
。
ち
な
み
に
、
教
職
員
用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
名
称
は

「
W
E
B
L
O
G
O
S
」。）

こ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
必
要
と
な
る
情
報

の
殆
ど
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。（
主
な
機
能
は
、

【
表
１
】
の
と
お
り
。）

な
お
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
た
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
中
に
掲

載
し
て
い
る
こ
の
「
W
E
B
P
A
T
H
O
S
」
を
学
生
が
自
宅
等
学
外

か
ら
閲
覧
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
Ｖ
Ｐ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
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WEBPATHOS画面

表１．学生用ポータルサイト「WEBPATHOS」主な機能一覧

項 目 内 容

OGUMAIL ウェブメールへのアクセス

学内情報

パーソナルサービス
個人スケジュールの管理

ヘルプ LMS、VPNなどの利用マニュアル集

OGU-Caddie LMSへのアクセス

図書館 蔵書等検索

シラバス シラバス閲覧

休講情報 休講情報閲覧

試験情報 個人別試験スケジュールの閲覧等

就職情報
就職関連個人情報登録、講演動画等含む

各種キャリア支援関連情報

学内掲示板 各事務局からの連絡事項閲覧

施設予約 施設の予約

落し物情報 落し物の検索

学年暦 学年暦閲覧

キャンパストピックス 学内のイベントなどの情報閲覧

クラブトピックス 試合結果等、各クラブの活動報告閲覧

ネットワーク情報 OGUNETに関する情報等閲覧

など

Ｌ
Ｍ
Ｓ
（
L
ea
rn
in
g
M
a
n
a
g
em
en
t
S
y
stem

）
で
あ
る
教
育
支

援
シ
ス
テ
ム
「
C
a
d
d
ie（
キ
ャ
デ
ィ
ー
）
」
の
導
入
、
館
内
全
席
情

報
コ
ン
セ
ン
ト
設
置
な
ど
様
々
な
情
報
設
備
を
備
え
た
新
学
舎
二
号

館
の
竣
工
等
、
積
極
的
な
取
組
を
進
め
た
。

そ
の
後
も
、
学
外
と
の
接

続
回
線
の
増
強
、
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
普
及
へ
の
対
応
と
し

て
Ｖ
Ｐ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
、

ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
整

備
の
ほ
か
、
五
年
間
の
運
用

経
験
に
基
づ
い
て
Ｌ
Ｍ
Ｓ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
な

ど
、
情
報
化
の
側
面
か
ら
、

学
生
の
学
習
、
学
生
生
活
を

支
援
す
る
環
境
の
整
備
を
図
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
取
組

は
、
あ
く
ま
で
「
有

効
な
手
段
（
"a
s
a
T
o
o
l"）
」
と
す
る
た
め
の

情
報
環
境
整
備
で
あ
り
、
こ
の
「
手
段
」
を
如
何
に
学
生
に
有
益
な

も
の
と
で
き
る
か
が
最
重
要
事
項
で
あ
る
と
考
え
て
諸
運
用
を
行
っ

て
い
る
。

ま
た
同
時
に
、
目
ま
ぐ
る
し
く
進
歩
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
対
し

て
、
環
境
を
ど
の
よ
う
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、
計
画
性
の
あ
る
的
確

な
設
備
投
資
と
で
き
る
か
、
と
い
う
命
題
（
難
題
）
に
、
関
連
諸
部

局
が
横
断
・
縦
断
的
に
連
携
し
て
計
画
体
制
を
組
織
化
し
、
オ
ン
タ

イ
ム
の
決
断
を
目
指
し
て
鋭
意
合
議
し
て
い
る
。

さ
て
、
次
項
以
降
で
は
、
こ
れ
ら
の
環
境
を
利
用
し
た
学
生
支
援

内
容
を
紹
介
す
る
。

三
情
報
化
と
学
生
生
活
支
援

■
学
内
情
報
サ
ー
ビ
ス
携
帯
電
話
版
（
P
o
ck
et
P
h
o
en
ix
）

学
生
生
活
全
般
に
関
わ
る
と
こ
ろ
で
情
報
化
さ
れ
た
支
援
と
し
て

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
学
生
向
け
総
合
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
「
学
内

情
報
サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
版
と
携
帯

電
話
版
（
愛
称
:
P
o
ck
et
P
h
o
en
ix
）
が
あ
り
、
履
修
登
録
情
報

等
、
各
個
人
の
情
報
に
基
づ
い
た
学
内
情
報
の
閲
覧
と
自
動
受
信
が

で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
①
緊
急
連
絡
、
②
学
内
情
報
掲
示
、
③
休
講

情
報
、
④
試
験
情
報
、
⑤
履
修
情
報
、
⑥
就
職
情
報
、
⑦
施
設
予
約
、

⑧
奨
学
金
情
報
、
⑨
落
し
物
情
報
、
⑩
呼
び
出
し
メ
ー
ル
、
⑪
個
人

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
⑫
教
員
検
索
、
が
そ
の
対
象
と
な
る
。
例
え

ば
、
大
学
か
ら
の
呼
び
出
し
メ
ー
ル
や
履
修
し
て
い
る
科
目
の
休
講
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会
も
無
料
で
自
由
に
受
講
で
き
る
。

③
グ
ル
ー
プ
活
動
・
・
・
グ
ル
ー
プ
活
動
は
ふ
た
つ
。
デ
ジ
タ

ル
ム
ー
ビ
ー
制
作
・
発
表
を
行
う
D
A
V
（
D
ig
ita
l
A
u
d
io
-

V
id
eo
）
と
M
E
L
O
P
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
・
実
施
を
行

う
M
P
G
（
M
elo
p
P
la
n
n
in
g
G
ro
u
p
）。

い
ず
れ
も
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し
て
・
・
・
を
実
現
す

る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
体
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

M
E
L
O
P
で
は
、
今
後
も
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

使
う
こ
と
そ
の
も
の
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
使
っ
て
何
を

す
る
の
か
が
最
も
大
切
な
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
学
生
に
向
け
て
発

信
し
て
い
く
。

四
情
報
化
と
学
習
支
援

■
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
「
O
G
U
-C
a
d
d
ie」

二
〇
〇
六
年
度
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
稼
動
を
開
始
し
た
Ｌ
Ｍ
Ｓ
が

教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
「
O
G
U
-C
a
d
d
ie」
（
「
C
a
d
d
ie」
か
ら
改
称
）

で
あ
る
。
本
学
で
は
、
主
と
し
て
対
面
授
業
を
よ
り
効
果
的
に
展
開

し
て
い
く
た
め
の
強
力
な
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

（
将
来
的
に
は
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
授
業
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
す
る
こ
と

を
検
討
中
。）

ま
ず
前
世
代
の
「
C
a
d
d
ie」
利
用
数
（
教
員
数
・
科
目
数
）
の

推
移
を
見
て
い
た
だ
こ
う
。
（
【
表
２
】
参
照
。
全
体
の
約
二
～
三

割
程
度
の
利
用
に
留
ま
っ
て
い
る
。）

前
世
代
｢
C
a
d
d
ie
｣
は
、
科
目
ご
と
に
教
員

が
利
用
登
録
申
請
を
行
っ
て
は
じ
め
て
利
用
可

能
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
受
講
生
も
そ
の
科

目
へ
の
登
録
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
仕
組
み
だ
っ
た
。
こ
の
煩
雑
さ
を
解
消

す
る
た
め
に
、
現
行
「
O
G
U
-C
a
d
d
ie」
で
は
、

時
間
割
デ
ー
タ
と
履
修
デ
ー
タ
と
同
期
し
て
全

科
目
、
全
受
講
生
を
一
括
で
登
録
処
理
し
、
全

教
員
、
全
学
生
が
「
す
ぐ
に
利
用
開
始
で
き
る
」

状
態
を
創
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
利
用
率
も
上

昇
し
つ
つ
あ
る
。

併
せ
て
、
前
世
代
「
C
a
d
d
ie」
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
要
望
事
項

を
精
査
し
て
機
能
の
整
備
を
図
っ
た
。
例
え
ば
、
細
か
く
学
習
状
況

を
把
握
で
き
る
よ
う
に
学
習
管
理
機
能
を
強
化
、
提
出
と
添

削
を
効

果
的
に
行
え
る
よ
う
に
レ
ポ
ー
ト
機
能
の
強
化
、
よ
り
柔
軟
な
出
題

を
可
能
と
す
る
た
め
の
小
テ
ス
ト
機
能
の
強
化
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
こ
で
稼
動
開
始
か
ら
三
セ
メ
ス
タ
ー
目
と
な
る
最

近
の
「
O
G
U
-

C
a
d
d
ie」
の
利
用
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。
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表２．LMS利用数推移一覧

年度 2001 2002 2003 2004 2005

利用科目数 153 263 359 389 438

利用教員数 36 53 81 88 103

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
宅
か
ら
で
も
学
内
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

■
会
員
制
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
施
設
「
M
E
L
O
P
」

次
に
、
会
員
制

マ
ル

チ
メ
デ

ィ
ア
施

設
「
M
E
L
O
P
」
（

以
下
、

M
E
L
O
P
）
を
紹
介
す
る
。

M
E
L
O
P
は
、

キ
ャ
ン

パ
ス

内
の
二

箇
所
に

設
置
し
て
い
る
、

Ｐ
Ｃ
教
室
と
は
主
旨
を
異
に
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
施
設
で
あ
る
。

「
T
ech
n
o
lo
g
y
a
s
a

T
o
o
l
～
活
き
る

Ｉ
Ｔ
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
よ
う
～
」

を
標

榜
し
て
い
る
M
E
L
O
P

で
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

常
駐
し
て
お
り
、
会
員
（
有

料
。
た
だ
し
、
卒
業
後
も
利

用
可
能
。
）
は
授
業
の

合
間

な
ど
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ

て
こ
の
場
所
を
訪
れ
て
は
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
関
わ
る
自
己

の
目
標
・
願
望
を
達
成
す
る
た
め
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
有
効
利
用

し
て
自
己
研
鑽
に
努
め
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
よ
り
高
く
動
機
づ
け

さ
れ
た
学
生
の
自
己
実
現
の
場
」
と
い
う
位
置
づ
け
の
場
所
な
の
で

あ
る
。

学
生
が
M
E
L
O
P
に
来
て
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
①
自
由
利
用
、

②
講
習
会
受
講
、
③
グ
ル
ー
プ
活
動
、
で
あ
る
。
学
生
は
ま
ず
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
の
「

個
別

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
で
「
M
E
L
O
P
で

何
を
達
成
し
た
い
か
」
に
つ
い
て
確
認
し
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
達
成
で
き
る
の
か
を
一
緒
に
考
え
、
計
画
を
立
て
る
。
計
画

は
随
時
再
確
認
、
修
正
を
行
う
。
よ
っ
て
、
学
生
た
ち
は
進

む
道
に

惑
う
こ
と
な
く
邁
進
で
き
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

①
自
由
利
用
・
・
・
自
由
利
用
で
は
、
M
S
O
f ficeや

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
の

ほ
か
、

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作

成
、

Ｄ
Ｔ

Ｐ
、

３

Ｄ
Ｃ
Ｇ
の
制
作
編
集
、
ビ
デ
オ
編
集
等
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
個
別
支
援
を
受
け
な
が
ら
自
学
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
講
習
会
受
講
・
・
・
講
習
会
は
三

種
類
あ
る
。
ア
プ
リ

ケ
ー

シ
ョ
ン
の
操
作
に
つ
い
て
習
熟
す
る
た
め
の
「
Ｈ
ｏ
ｗ

ｔ
ｏ

講
習
会
」
（
「

W
o
rd

基
礎
」
な
ど
）
、
ア
プ
リ

ケ
ー
シ

ョ
ン

を
使
っ
て
「
何
を
す
る
か
」
を
学
ぶ
「
実
践
講
習
会
」（
「
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
」
な
ど
）
、
「

資
格

取
得
対

策
講
習
会
」

（
「
M
O
S
対

策
」
な
ど
）
が
あ
り
、
会
員
は
い
ず
れ
の
講
習
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准
教
授
）
。
担
当
教
員
は
国
際
セ
ン
タ
ー
の
役
職
者
で
あ
る
た
め
、

公
務
で
海
外
出
張
す
る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
が
、
「
休
講
に
せ
ず
に

現
地
か
ら
授
業
を
で
き
な
い
か
？
逆
に
現
地
の
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
で
そ
の
有
用
性
を
示
し
た
い
。
」
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
こ
れ
を

今
日
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
う
こ
と
で
実
現
し
た
形
と
な
る
。

担
当
教
員
の
出
張
先
に
は
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
が
な
か
っ
た
の
で
、

我
々
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
と
一
般
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ

カ
メ
ラ
、
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
だ
け
を
使
う
こ
と
と
し
た
。
担
当
教
員
の
音

声
・
動
画
は
無
料
ソ
フ
ト
「
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
」
を
使
っ
て
送
受
信
し
、

担
当
教
員
が
現
地
で
撮
影
し
た
動
画
や
画
像
は
「
Ｆ
ｌ
ｉ
ｃ
ｋ
ｒ
」

な
ど
の
無
料
投
稿
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
側

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
事
務
職
員
）
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
投
影
し
た
。

ま
た
、
予
め
受
け
取
っ
て
お
い
た
担
当
教
員
作
成
教
材
ス
ラ
イ
ド
も

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
投
影
し
た
。
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
特
殊
性
を
よ

り
際
立
て
て
学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、
ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー
を
利

用
。
直
角
に
立
つ
二
枚
の
壁
を
ス
ク
リ
ー
ン
代
わ
り
に
し
て
、
二
台

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
現
地
の
担
当
教
員
と
教
材
を
同
時
に
投
影
し

た
（
画
像
参
照
）。

さ
て
、
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
の
は
、
米
国
ミ
ネ
ソ
タ
州
か
ら
、

仏
国
パ
リ
か
ら
、
そ
し
て
、
タ
イ
国
バ
ン
コ
ク
か
ら
。
米
国
、
仏
国

に
つ
い
て
は
時
差
が
大
き
く
（
パ
リ
か
ら
は
、
現
地
時
間
で
深
夜
三

時
か
ら
の
授
業
だ
っ
た
。）、
担
当
教
員
の
授
業
に
か
け
る
熱
意
が
学

生
に
伝
わ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
提
示
教
材
で
、
例
え
ば

「
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
展
示
作
品
」
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
す
る

の
と
比
較
す
れ
ば
、
現
地
に
い
る
教
員
が
ツ
ア
ー
の
よ
う
な
実
況
を

交
え
、
自
身
が
撮
影
し
た
写
真
画
像
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
見
せ
る

の
は
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
強
く
惹
き
つ
け
ら
れ
る
要
因
と
な
っ
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
だ
ま
だ
技
術
的
な
問
題
や
授
業
進
行
時
の
連
携
、
Ｔ
Ａ
の
役
割

明
確
化
等
、
改
善
す
べ
き
点
は
多
く
あ
る
が
、
回
数
を
重
ね
る
ご
と
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遠 隔 授 業

あ
る
学
生
は
、

次
週
の
授

業
に
向
け
て
課
題
を
提
出
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
『

前
回
の

授
業
を
振
り
返
っ
て
』
。
ま
ず

「
W

E
B

P
A
T
H
O
S
」
か
ら

「
O
G
U
-C

a
d
d
ie
」
を
開
き
、

当
該
科
目
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

画
面
を
表
示
。
画
面
か
ら
課

題
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
。

先
生
か
ら
は
、
前
回
の
課
題

に
つ
い
て
、
解
答
の
事
例
と

添
削
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
「
な
る

ほ
ど
、
こ

う
い
う

考
え

方
も
あ
る
の
か
。
」

疑
問

点
は
掲
示

板
に
投
稿
す
る
か

先
生
に
メ
ー
ル
、
も
し
く
は
先
生
の
研
究
室
へ
。
次
の
日
、
次
回
授

業
に
先

駆
け
て
講

義
資
料
掲
載
の
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
が
届
く
。

早
速
画

面
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
予
習
。
そ
し
て
、
授
業
時
に
は
、
先
生
は

「
O
G
U
-C

a
d
d
ie」
の
画

面
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
な
が
ら
授
業
を
進
め

る
。
授
業

後
、

次
の
課
題
に
取
り
組
む
…
。
授
業

内
外
の
境

界
な
く
、

先
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
、
そ
し
て
、
そ
の
都

度
疑

問
を
解

消
で
き
る
か
ら
対

面
授
業
が
よ
り
面

白
く
な
る
、
と
い
う
良
い

循
環
を
生
む
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
こ
こ
に
見
え
て
い
る
。

■
リ
ア
ル
タ
イ
ム
遠
隔
授
業
支
援

本
学
で
は
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
と
ビ
デ

オ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
遠
隔
授
業
を
様
々
な
形

態
で
行
っ
て
い
る
。
学
外
の
講
師
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
オ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
で
受
講
す
る
形
態
、
海
外
の
教
育
機
関
と
接
続
し
、
テ
ー
マ
ベ
ー

ス
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
形
態
等
、
概
ね
一
〇
名

前
後
の
ク
ラ
ス
で
実
施
。
セ
メ
ス
タ
ー
制
の
も
の
、
単
発
の
も
の
を

含
め
、
遠
隔
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
す
る
必
然
性
を
考
慮
し
な
が
ら

柔
軟
な
企
画
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

受
講
し
た
学
生
は
、
押
し
な
べ
て
学
習
意
欲
を
刺
激
さ
れ
て
い
る
。

一
因
と
し
て
、
こ
の
特
殊
な
環
境
設
定
に
よ
る
新
奇
性
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
よ
り

重
要
な
の
は
、

制
約
さ
れ
た

環
境
が

ゆ
え
に
（
=
カ
メ

ラ
を
通
し
て
一
人
ひ
と
り
を
指
名
す
る
の
で
）
学
生
個
々
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
受
講
後
の
学
生
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
、
「

通
常
の
ク
ラ
ス
よ
り
も
先
生
と

話
せ
る

機

会
が
多
か
っ
た
。」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
い
る
。

こ
こ
で
今
年
度
実
施
し
た
あ
る
遠
隔
授
業
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
す

る
。そ
の

科
目
は
「

観
光
事
業

論
」
（

Ｍ

．

Ｈ

．

マ
ツ
ノ

流
通

科
学

部
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題
は
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
い
し
、
大
学
と
し
て
努
力
を
怠
ら
な

い
こ
と
が
前
提
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
持
ち
合
わ
せ
た
環
境
で
何
が
で

き
る
の
か
を
理
解
し
、
そ
こ
か
ら
最
大
限
の
結
果
を
導
き
出
す
よ
う

努
め
る
こ
と
が
肝
要
な
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
題
目
に
冠
し
た

「
T
ech
n
o
lo
g
y
a
s
a
T
o
o
l」
と
い
う
言
葉
に
は
、
こ
の
想
い
を
込

め
て
い
る
。

「
情
報
化
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
不
要
に
多
様
化
（
=
曖
昧
化
）

し
な
い
た
め
に
も
、
我
々
教
育
に
関
わ
る
者
は
で
き
る
限
り
多
く
の

機
会
に
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
議
論
し
、
発
信
し
て
い
く
べ
き
な
の
だ

ろ
う
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。
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に
改
善
さ
れ
、
学
生
は
学
習
に
集
中
し
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
（
勿
論
、
授
業
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が

遠
隔
接
続
と
い
う
形
態
に
適
合
さ
れ
て
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
大
前
提
と
な
る
が
。）

今
後
、
世
界
中
の
ど
こ
か
ら
で
も
授
業
が
で
き
る
、
も
し
く
は
、

世
界
中
の
教
育
機
関
と
協
同
で
授
業
展
開
が
で
き
る
、
と
い
う
環
境

整
備
、
教
員
と
の
連
携
を
益
々
実
現
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

■
教
育
・
教
材
の
情
報
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
支
援

学
生
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
際
に

質
問
や
問
い
合
わ
せ
が
で
き
る
先
と
し
て
、
問
い
合
わ
せ
窓
口

「
O
G
U
N
E
T
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」
（
対
応
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
）
、
Ｐ
Ｃ

教
室
（
補
助
員
が
常
駐
）
、
そ
し
て
先
述
の
M
E
L
O
P
（
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
常
駐
）
が
あ
る
。
学
生
は
「
W
E
B
P
A
T
H
O
S
」
上

に
掲
載
し
て
い
る
ヘ
ル
プ
を
参
照
す
る
か
、
こ
れ
ら
の
拠
り
所
を
頼

る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
で
は
、
D
S
S
と
い
う
教
員
向
け
支
援
窓
口
に
て
、
教
員
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
を
支
援
し
て
い
る
。
学
生
を
教
育
・
指
導
す
る
教

員
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
学
習
を
間
接
的
に
支
援
し
て
い
る

と
言
え
る
。

D
S
S
は
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
の
開
設
後
よ
り
、
広
く
多
く
の
教
員

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
に
関
す
る
支
援
要
請
に

応
え
て
い
る
。
時
期
に
も
よ
る
が
、
多
け
れ
ば
一
週
間
で
大
小
合
わ

せ
て
一
〇
〇
件
以
上
の
様
々
な
支
援
を
行
う
。

支
援
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
O
G
U
-C
a
d
d
ieに
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
す
る
た
め
の
教
材
デ
ジ
タ
ル
化
の
支
援
、
授
業
中
の
O
G
U
N
E
T

利
用
等
に
関
す
る
学
生
向
け
説
明
の
た
め
の
ス
タ
ッ
フ
派
遣
、
先
述

の
遠
隔
授
業
の
よ
う
な

企
画
実

施
に

係
る
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト

･
実

施

支
援
、
あ
ら
ゆ
る
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
、
持
ち
合
わ
せ
る
機
能
と
マ
ン
パ
ワ
ー

で
で
き
る
限
り
の
も
の
に
応
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
支
援
に
よ
り
、
教
育
の
情
報
化
に
係
る
教
員
へ
の
負
担

増
大
を
軽
減
す
る
こ
と
は
学
生
の
学
習
支
援
と
い
う
点
で
も
大
き
な

意
味
を
成
す
と
言
え
る
。

五
情
報
化
の
意
味
す
る
も
の

教
育
の
情
報
化
と
比
べ
て
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
は
相
変
わ
ら
ず

驚
く
ほ
ど
速
く
、
こ
の
進
展
に
常
に
追
い
つ
く
こ
と
は
容
易
な
課
題

で
は
な
い
。
こ
れ
は
大
学
に
と
っ
て
も
そ
う
で
あ
る
し
、
教
員
に
も
、

学
生
に
と
っ
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
追
い
つ

く
こ
と
こ
そ
が
至
上
命
題
な
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
追
い
つ
け
る
か

否
か
が
「
教
え
、
学
ぶ
資
格
」
に
関
わ
る
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
課
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